
A1とA2 B1とB2

国 語 25% 70%

算 数 50% 40%

合判模試を活用して、自分の力を確認しよう！ 

合判模試では、獲得した知識の正確な再現、計算力などが問われる「思考コードＡ」の問題、論理的な

思考力、知識の応用力が問われる「思考コードＢ」の問題で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考えたり、表現したり、何かを生み出したりするための、いわば、「基礎力」がどの程度熟達している

かが問われるテストであるため、合判模試ではＡ１、Ａ２、Ｂ１、Ｂ２の問題が出題されます。実際、 

入試問題の思考コード別出題割合を調べると、次のようになっていることがわかります。 

 

 

 

 

 

＊東京、神奈川、千葉、埼玉の私立中学校(複数回入試の場合は 1回のみ) 

配点に対する出題の割合（配点が非公表の場合、首都圏模試センター予想） 

 

Ａ１、Ａ２の場合、国語なら全体のおよそ２５％、算数なら全体のおよそ５０％の出題となります。 

Ｂ１、Ｂ２の場合、国語なら全体のおよそ７０％、算数なら全体のおよそ４０％の出題となります。 

もちろん、学校によって異なる場合もありますが、合判模試を活用することで、受験で必要とされる 

知識・技術や思考力の大部分を確認することができると言えます。 

 

模試を活用して、自分の課題を 

発見しよう！ 

受験後のふり返りが大切だよ。 

 


